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第7章 結 論

本研 究 は,老 人福祉 施 設 の計 画 に際 す る基礎 資料 とな り得 るこ とを 目的 と し,老 人福祉

施設 で生活す る高齢 者 の社 会 交流 と生活 圏域 の実態把握 を行 い,そ れ らを規 定す る要因 を

分析 し,考 察 した もの であ る。 本章 で は,各 章 で明 らか とな った事柄 を要約 して結論 とす

る 。

第1章 で は,本 研 究 の 目的 と背 景,お よび研 究 方 法 を示 す と と もに,老 人福 祉 施 設 で生

活す る高齢 者 に関す る既 往 研 究,お よび 高齢 者 の社 会 交 流や 生 活 圏域 に関す る既往 研 究 を

概 観 しつ つ,本 研 究 の位 置 づ け を明確 に した。 また,本 論 文 の構 成 につ い て述 べ た。

第2章 で は,軽 費 老 人 ホー ム を対 象 に考 察 を行 った。 軽 費 老人 ホー ム は,老 人福 祉 法 に

規 定 され る入所 施 設 の 内,身 体状 況 の 自立度 の 高 い 高齢 者 を対 象 と してい る施 設 で あ り,

入所 は個 人 と施 設 の契約 に基 づ くこ と,居 室 は個 室 で あ る こ とに特 徴 が あ る。 軽 費 老人 ホ

ー ム入 所 者 の社 会 交流 と生 活 圏域 に 関 し
,施 設 内外 の交流 と外 出行 動 の側 面 か ら,入 所 者

231名 を対象 と した面接 調 査 に よ りそ の 実態 を把 握 した。 施 設 内 の 交流 につ いて は,施 設

行事へ の参加,ク ラブ参 加,施 設 内友 人数 お よび友 人 との つ きあ い の程 度 を指標 と し,施

設 外 交流 につ い ては施 設 外 サー クル へ の参加,施 設外友 人 数 お よび友 人 とのつ きあい の程

度 を,外 出行 動 につ い て は外 出 内容 別 の頻 度 と外 出手段 を測 定 の た めの指標 と した。 結 果

は,以 下の よ うに要約 で き る。

(1)施 設 内 外 の 交 流 ・外 出行 動 に 関 し,身 体 状 況(IADL,視 力,聴 力,階 段 昇 降)の

高 レベ ル 群 は,低 レベ ル 群 に 比 較 して活 発 な 活 動 水 準 に あ る。 身 体 状 況 の レベ ル は,入

所 者 の施 設 内 外 に わ た る交 流 お よび 外 出行 動 を規 定す る第 一 義 的 な 要 因 で あ る とい え る。

(2)施 設 内 交 流 の 内,行 事 参 加 ・ク ラ ブ 参 加 で は施 設 が 参 加 率 を規 定 す る第 一 の 要 因 で あ

る。 ク ラブ の 設 置 状 況 は施 設 に よ り大 き く異 な り,設 置 数 の 多 い施 設 ほ ど ク ラブ へ の参

加 率 は 高 い 。 施 設 内 交 流 に 関 し,性 別 で は女 性 は 男性 に 比 して,ク ラ ブ参 加,友 人 との

交 流 は 活 発 で あ り,こ の こ とは入 所 者 の性 別 構 成 比 が遠 因 に な る もの と推 察 で き る。
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(3)施 設 の居 室 条 件 の違 い が,施 設 内交 流 に与 え る影 響 に 関 して は,居 室 面積 と居 室 ドア

の形態 が入所 者 相 互 の居 室 訪 問 に影 響 を及 ぼす もの と推 察 で きた。 居 室 面積 が狭 小 で あ

る場 合,施 設 内 交流 の 一形 態 で あ る居 室訪 問 を阻 害す る要因 と して捉 え る こ とが で き る。

居室 ドア が 引 き戸 の 場 合,入 所 者相 互 の居 室 訪 問 の機 会 創 出 に寄 与す る こ とが伺 えた。

(4)日 常生 活 に関 わ りの深 い外 出行 動(買 物,理 美 容,散 歩 等)で は,施 設 か らの徒 歩 圏

内 の商 業施 設 の有 無 が外 出頻 度 を規 定 して い る。 外 食 ・映 画 ・美 術 館 等 へ の外 出や 家族

・友 人 と会 うな ど
,行 動 圏域 や 対 人 交流 に広 が りの あ る外 出行 動 で は,施 設 の 立地す る

都 市の規模 に よ り外 出頻 度 に差 が あ る。 また,施 設 か らの公 共 交 通機 関へ の ア クセ スが

外 出頻 度 に影響 を与 え てい る。

(5)外 出 手段 の側 面 よ り外 出行 動 をみ る と,交 通 ア クセ ス の影 響 が 大 き く,身 体状 況 高 レ

ベ ル群 にお い て ,よ り強 くそ の影 響 を受 けて い る。 また,行 政施 策 に よ る交 通機 関 の老

人無料 パ ス制 度 は,入 所 者 の外 出 行動 の広域 化 に寄 与 して い る。

第3章 で は,養 護 老 人 ホー ム を対 象 に考 察 を行 った。 養 護 老 人 ホー ム は,軽 費 老 人 ホー

ム とは 異 な り,行 政 に よ る措 置施 設 で あ り,入 所 に際 し経 済的 要件 を必 要 とす る。 また,

身 体状 況 の点 で,中 度 の介 護 を要す る者 を対 象 と してお り,居 室 は原 則 と して2人 以 下 で

あ る。 入所 者 の社 会 交 流 と生活 圏域 につ い て,入 所 者208名 を対 象 と した 面接 調 査 に よ り,

実態 把 握 を行 った。 社 会 交 流 お よび生 活 圏域 に関 して,施 設 内外 の 交流 や 外 出行 動 の側 面

よ り実態把 握 を行 った(施 設 内外 の交 流お よび外 出行 動 を測 る指標 は,「 第2章 軽 費 」 と

同様 であ る)、,分 析,考 察 の結 果 は,以 下 の よ うに要約 で き る。

(1)施 設 内外 の 交流 ・外 出行 動 に関 し,身 体状 況(IADL)高 レベ ル群 は低 レベ ル群 に

比 して活発 で あ り,身 体状 況 の レベ ル は,入 所 者 の施 設 内外 に わ た る交流 の程 度 を規 定

す る第 一義 的 な 要因 で あ る。

(?)施 設 外 サー クルへ の参加 者 は少数 で あ るが,市 部 に 立地す る施 設 の 入所 者 の参加 率 が

高 い こ とが挙 げ られ,特 に前住 地 が入所 施 設 に近接 す る ケー スが 多見 され る こ とに特徴

が あ る 。

(3)施 設 外 の 友 人の 有 無 お よびつ きあい の程 度 に関 し,男 性 は女性 に比 べ そ の程 度 は希 薄

で あ る。 また,入 所 期 間 の長 期 化 に よ り,友 人 とのつ き あい が希 薄 に な る傾 向 が あ る。

(4)外 出行動 の 中心 的 な内 容 は通院 ・買 い物 で あ る。 外 出 目的別 に外 出 の有 無 を規 定す る

要因析 出の結 果,外 出 目的 に よ り規 定 要 因 が異 な る こ とが判 明 した。 通 院 で は主観 的健
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康感 ●施 設 ・身 体 状 況 が外 出 の有 無 を規 定 し,買 い物 で は施 設 ・身 体状 況 ・入所期 間 が ,

そ の他 の外 出 で は身 体 状 況,施 設,入 所 期 間 が外 出 の有 無 を規 定 してい る。 外 出行動 全

体 の頻 度 で は,身 体 状 況,本 人 前住 地,施 設 が外 出頻 度 を規 定 してい る。 外 出 目的 に関

わ らず,身 体 状 況お よ び施 設 は外 出 の有 無 を規 定す る 上位 の要 因 で あ り,徒 歩圏 の生 活

環境 が外 出行 動 に深 く関 わ る こ とを指 摘 で き る。

(5)外 出行 動 を外 出手段 か ら捉 えた場 合,施 設 か らの交 通機 関へ の ア クセ ス が影 響 してお

り,徒 歩 圏 の 商業 施 設 の有 無 な どの生活 環境 が 関 わ る と理 解 で き る。

第4章 で は,特 別 養 護 老 人 ホー ム を対 象 に考 察 を行 った。 特別 養 護 老人 ホー ム は,身 体

上 また は精神 上 著 しい障 害 が あ るた め,重 度 の介 護 を必 要 とす る高齢 者 を対 象 と して い る

施 設 で あ り,行 政 に よ る措 置施 設 で あ るが入所 に際 し経 済 的 要件 は含 まな い。 入所 者622

名 を対 象 と した調査 に よ り,入 所 者 の社 会 交 流 と生 活圏域 に関す る実態把 握 を行 った。 入

所 者 の社 会 交流 と生 活 圏域 に 関 し,居 室外 行 動 の側 面 よ り把 握 す る こ と と し,食 事場所 ,

衣服様 態,行 事参 加,ク ラブ ・リハ ビ リテ ー シ ョン参加,外 出行 動 を測 定指標 と した。 考

察 結果 は以 下 の よ うに 要約 で き る。

(1)居 室 外行 動 は,身 体 状 況(ADL),痴 呆 症 状 の程 度 に よ り大 き く影 響 を受 け,特 に

ADL低 レベ ル群 とADL高 中 レベ ル群 にお け る居 室外 行 動 の差 が著 しい と と もに ,痴

呆症 状 が重度 で あ る場 合 とそ の他 の場合 にお け る差が著 しい。

(2)ADL低 レベ ル 群 と痴 呆 症 状 重度 の者(心 身 状 況低 レベ ル層)の 居 室外行 動 に関 し,

特 に外 出 の有 無や 衣 服 様 態 にお い て施 設 に よ る差異 が大 きい。 また,開 設年 次 の 古 い施

設 で は食 堂へ の移 動 率 が低 い。

(3)居 室 外行 動 を規 定す る要 因 を析 出 の結 果,第 一 に は施 設 の違 い,第 二 に は心身 状 況 の

程 度 に よ って規 定 され る こ とが判 明 した。

第5章 で は,老 人福 祉 施 設 の入所 者 と子 供,兄 弟,そ の他 親 族,友 人 との交 流(以 下,

家 族 交 流 と総 称す)に 関 して実態 を把 握 し,そ の規 定要 因 につ い て考 察 を行 った。 家族 交

流 の形 態 に関 し,軽 費 老人 ホー ム,養 護 老人 ホー ムで は,面 会(家 族 が施 設 を訪 問),訪

問(入 所 者 が家族 宅 を 日帰 りで訪 問),外 泊お よび電 話 のや りと りに よ り把 握 した。 特別

養 護 老人 ホー ム につ い て は,面 会 と外 泊 に よ り把 握 す る こ と と した。 結 果 は以 下 の よ うに

要約 で き る。
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軽 費 老人 ホー ム ・養 護 老人 ホー ム につ い て は,

(1)家 族 との交 流形 態 別 の頻 度 に 関 し,電 話 に よ る交流頻 度 が もっ と も高 く,つ い で面 会

・外 泊 ・訪 問 の順 に頻 度 は高 い。

(2)交 流 形態 別 に 交流 頻 度 を規 定す る要 因析 出 の結 果,面 会頻 度 は子供 の有 無 ・施 設種 別

・身 元引受 人 の現 住 地 に規 定 され る こ とが判 明 した
。 電 話頻 度 は施 設 種 別 ・身 体 状 況 に,

訪 問頻 度 は身 体 状 況 ・施 設 の 立地す る都 市 の規模 に,外 泊 の有 無 につ い て は入 所 前 の家

族形 態 ・身 体 状 況 に 規 定 され る こ とが判 明 した。

(3)面 会頻 度 と電 話頻 度 に施 設種 別 が影響 してい る こ とは,施 設 設 備 の条件 面 か ら説 明す

る こ とが で き る。 面 会頻 度 は,居 室 が個 室 で あ るか否 か が 関 わ る もの と推 察 で き,電 話

頻 度 は,居 室 に配 され た専用 電 話 の有 無 が深 く関 わ って い る。 また,訪 問頻 度 に は施 設

の 立地す る都 市 の規模 が 要因 とな ってお り,こ の こ とは交通 ア クセ スの影 響 に よ る もの

と推 察 で き る 、

(4)家 族 交流 の相 手 と して子供 の 占め る割 合 は高 く,子 供 の い な い者 は,子 供 の い る者 に

比 べ,兄 弟,他 の親 戚 を交流 相 手 とす る割 合 が 高 い。 友 人 との交 流 は,子 供 の有 無 の影

響 を受 けない、,

(5)友 人 との交流 の特 徴 を施 設種 別 で み る と,軽 費 老人 ホー ムで は,入 所 期 間 の長 期化 に

伴 い交流 が希 薄 に な る こ とが特 徴的 で あ る。 養 護 老 人 ホ ー ムで は,入 所 者 前住 地 と施 設

との距離 関係 か らの影響 がみ られ,同 一 市町 村 よ りの入 所 者 の友 人 交流 は 高 い。 友 人 と

の 交流形 態 で は,電 話 が もっ とも多 い。

重度 の介護 を要す る者 を対 象 とす る特別 養 護 老 人 ホー ム につ い て は,

(6)面 会 に関 して は,大 多数 の者 が月 に1人 以 上 の 面会 者 が あ る もの の,外 泊 につ い て は

外 泊 な しの 者 が過 半数 を超 え る。

(7)面 会 人数,外 泊 の有 無 を規 定す る要 因析 出 の結 果,面 会 人 数 で は施 設,入 所 前 の家族

形 態,子 供 の有 無 が,外 泊 の有 無 で は施 設,子 供 の有 無,ADLが それ ぞれ の規 定 要因

で あ る こ とが判 明 した。

第6章 で は,老 人福 祉 施 設入 所 者 の社 会 交流や 生 活 圏域 を第 一義 的 に規 定す る身 体 状 況

とい う要因 を取 り除 き 考察 を行 うこ とに よ り,社 会 交流 の活性 化や 生 活 圏域 の広域 化 に関

わ る要因 の析 出 を行 い 考察 した。 分析 対 象 は,軽 費 老人 ホー ムお よび養護 老 人 ホー ム入所

者 の内,身 体 状 況 の 高 レベ ル の者 で あ る。 また,社 会 交流 の活性 化 や 生活 圏域 の広 域 化 が
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入所者 に与 え る影響 に 関 し,重 度 の介護 を要す る特別養護 老 人ホー ム入所者 を対象 に考察

を行 った。 そ の結 果 は以 下の とお りで あ る

(1)社 会 交流お よび生 活 圏域 を測 る指標 と して用 い た施 設 内の行事参加 ・クラブ参加 ・友

人数 ・施設 外 のサー クル参加 ・友人数お よび外 出頻 度 に 関 し,施 設種別 が第一 の規定要

因 とな るの は施 設 内友人 数,施 設外友 人数 で あ る。

(2)施 設種別 が第 一 の規 定要 因 であ る施設 内外 の友人 との 交流程 度 に関 し,特 に施 設 内友

人 との相 互 の居 室訪 問 とい う交流形 態 の場 合,施 設種 別 に よる交流程 度 の差 は著 しく,

施 設種別 に よ る居 室 条件(居 室面積,個 室 か否 か)の 相 違 が交流程 度 に相 当の影 響 を与

えて い る もの と指摘 す るこ とがで き る。

(3)特 別養護 老 人ホー ム入所 者 のADL,痴 呆症状,問 題 行 動 に関 し,そ の変化 につ いて

時 系列 に評価 を行 った結果(施 設職 員 の 主観 的 評価)と,入 所 者 の居 室外行 動,家 族 交

流の側 面 よ り入所 者 の類 型化 を図 った もの を対 比 し分析 を行 った ところ,ADLの 向上

変化 に は,社 会 交流 の活性化 と生活 圏域 の広域化 に よ る影 響 を指摘 す るこ とがで き る。

以 上 の よ うに,老 人福祉 施 設 で生活す る高齢 者 の社 会 交流 と生 活 圏域 の実態 を把握 し,

その規 定要 因 に関 し考 察 を行 った。 入所 者 の身 体状 況 は,社 会 交流 の程度や 生 活圏域 の広

域 化(狭 域化)に 関 わ る第一義 的 な要因 で あ るが,身 体状 況 を問 わず,施 設環境 が入所 者

の社会 交流や 生活 圏域 に影 響 して い る こ とを指摘 で きる。

そ の た め,食 堂等 の 共用 室 の充 実,居 室 に関 しては居室 面積 の拡 大,個 室化,専 用電話

の配備 に よ り,施 設 の 内外 にわ た る社 会 交流 の拡 大 を期 待す るこ とがで き るで あ ろ う。施

設 の立地 条件 が入所 者 の社 会 交流 や 生活圏域 に与 え る影響 は,特 に身体状 況 が高 レベ ル の

入所 者 に大 き く,徒 歩 圏域 の生活環境,具 体 的 には生活諸施 設や 交通 ア クセ スに配慮 した

施 設整 備(立 地)は 入所者 の社 会 交流 の活性 化や 生 活圏域 の広域化 を促進 す る もの と指摘

で き る。 この こ とは,加 齢 に伴 う身 体機 能 の低 下を考慮 した場合 も,同 様 に指摘す る こ と

が で き る。 また,入 所 前 の社会 交流 の継 続 を可能 にす る とい う施 設 の 立地条件 の側 面 か ら

は,前 住地 に近接 す る施 設へ の入所(措 置),あ るい は施 設 の計画的整 備 の重要性 を指摘

す る こ とがで き る。

以上 に述べ た社会 交流 の活性 化 と生活 圏域 の広域化 が,重 度 の介護 を要す る入所 者 にあ

って も身 体状 況 の維 持 向上 に関わ る もの であ るこ とを指摘 す るこ とがで きるため,老 人福

祉施 設 で生活す る高齢 者 の社 会 交流 の活性 化 と生活 圏域 の広域化 の重要性 な らびに施 設計
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画 に際 して の 一 定 の視 点 を提 示す る こ とが で きた もの と考 え る。 今 後 は,ケ アハ ウスや グ

ルー プ ホー ムな ど研 究対 象 とす る施 設 の拡 大,社 会交 流 お よび生 活 圏域 に 関 して の よ り適

正な指標 の検 討,お よび施 設 と地域社 会 との 関 わ りの側 面 よ り,高 齢 者 居 住 施 設 の考 察 を

行 うこ とが研 究課題 で あ る と考 え る。
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